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1．はじめに  

プログラミング言語C＋＋における汎用のグ  

ラフクラスライブラリを紹介する。  

STL（Standard Tbmplate Library）はC＋＋  

のテンプレートによる標準のライブラリであ  

る。主に、コンテナ（入れ物）と反復子（コンテ  

ナの中味を指すもの）からなる。  

本稿で紹介するgraphクラスは、ノードと  

アークを入れるコンテナであり、3つの反復  

子を提供し、STLと同じように使用できる。  

反復子  

ループや、接続先と接続元が一致する2   

つ以上の辺の表現はサポートしない。  

教科書などでよく用いられる隣接行列による  

グラフ表現は、大規模で疎なグラフでは非実  

用的である。graphでのメモリの使用量は  

0（ノード数）＋0（アーク数）である。  

3．サンプル  

例1（構築方法と表示）  

＃incIude”graph．h”  
＃include〈cstdio〉  

＃i【Clude〈string〉  頂点反復子  頂点を指す反復子   

辺反復子   辺を指す反復子   

接続反復子  ある頂点に接続している「辺  

反復子と頂点反復子のペア」  

を指す反復子   

typedef graph  Graph；  

void ShowGraph（Graph＆g）‡   
Graph：：nOde＿iterator nit，nit2；   
Graph：：arC＿iterator ait；   
Graph：：COnneCしiterator cit；   
Printf（”Graph紆’）；   

for（n纏強nb湧in、0；nit！善臣裡nd批桝nit）l  
printf（”％－5s：”，njt－〉c＿Str（））；  
for（cit＝nitibegin（）；Cit！＝nitiend（）；≠cit）（  

【it2＝Cj卜〉first；／／一度変数に代入  

Printf（”％s”，nit2－〉c＿Str（））；  

l  

printf（”打’）；   

1   

for（ait＝昏abeginO；ait！ニg．aeni川；輔ait）  
Printf（”％s－％s紆’．ait．Ieft（）－〉c＿StrO．  

ait．right（）－〉c＿Str（））；  

1  

int mainO（   
Graph g（false）；／／無向グラフ   

VeCtOr〈Graph：：nOde＿iterator〉 niv；   

const char‡nam［］＝  
l”One”，”Two”，”Three”．”Four”，”Five”I；   

int prロ【2】＝  

l（0，1l，（1，2l，（2，3），（3，41，‡4，Ol，（0，2））；   
i【t h【n，na；   

nn＝Sizeof（nam）／sizeof（‡narn）；   

na＝Sizeof（pr）／sizeof（＊pr）；  

2．基本方針  

・有向グラフを基本とするが無向グラフと   

しても利用できる。（使い方ははぼ同じ）  

・頂点（ノード）と辺（アーク）は、任意のクラ  

スを利用できる。  

・一般的な操作が行える。  

・疎なグラフで無駄なメモリを使用しない。  

・メモリ管理はSTL同様気にしなくてよい。  

・頂点や辺は反復子で参照する。（頂点反復   

子は頂点、辺反復子は辺の内容を指す。）  

・頂点の反復子から接続する辺反復子と接   

続先の頂点反復子のペア（接続反復子）を  

走査できる。  

・辺の反復子から両端の頂点反復子を参照  

できる。  

・接続先と接続元の頂点が同じである自己  

for（i＝0；i〈【∩；十†   

niv．push＿back  
for ＝＝0；i〈【a；十十   

g，add＿arC【0，n  
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add【nOde（nam【j】））；   

【pr【i］【0］】，niv【pr【i】【1］】）   

こ／／ノードThreeを削除  
ShowGraph（g）；  

g．del＿【Ode（niv【2】）  

ShowGraph（g）；  

return O；  
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例2（最短路探索用メンバ関数）  

int geしroute（const node＿iterator＆nitl，COnSt   
nodeJterator＆nit2，listくnode＿iterator〉＆l）（   
node＿iterator nit；COnneCt＿iterator cit；  
listくnodepiterator〉：：iteratorlit；  
nt ilCnt＝0；  
lnt＆len＝（‡nitl．m＿iter）－〉t  
list〈nodeJterator〉 s，t；  

P m e  

for（nit＝nbeginO；nit！  
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（‡nit．m＿iterト〉temp（）  
（‡nit2．m＿iter）－〉temp（）＝  
S．PuSh．back（nit2）；  
Whjle（！s．empty（））‡  出力   

Graph   
One：Two Three Five   
Two：One Three   
Three：One Two Four   
Four：Three Five   
Five：One Four  
One一丁wo  

Two－Three  
Three－Fo〕r  
Four－Five  
Five－0【e  
One－Three   
Graph   
One：Two Five   
Two：One   
Four：Five   
Five：One Fo〕r  
One一丁wo  

Four－Five  
Five－One  

if（1e【〉＝0）†  

i＝len；  

仁clearO；  

l．push＿back（nit＝nitl）；  
While トi〉＝0）I  
for（cit＝nit．begin（）；Cit！＝  

nit．end（）；十†cit）  

if（（‡ci卜〉first卜〉temp（）＝＝i）  

l．push＿back（nit＝Cit－〉first）；  

break；  
I  

I  

l  

b「eak；  

‡   

十十Cnt；   

t．clear（）；   
for（lit＝S．begin（）；lit！＝S．end（）；十十Iit）（  

node，iterator noit＝‡lit；  
for（cit＝nOit．begin（）；Cit！＝  

noit．endO；十Icit）（  

int＆ k＝（‡cit－〉first卜〉temp（）；  

if（k〈0）（  

t，PuSh＿back（cit－〉first）；  

k＝Cnt；  

1  

1  

I   

S ＝ tこ  

ト  

returnlen；  

・ノードは文字列型、アークは整数型。  

・add＿nOdeでノードを追加する。  

・add＿arCは、2つの頂点反復子を引数にと  

り、そのノードの間にアークを引く。  

例2では、tempOに距離を入れている。  

4．おわりに  

本プログラムは、MicrosoftVisualC＋＋5．0  

及び6．0とGNU C＋＋2．95．2で稼動確認を  

行っている。ライブラリの著作権は（株）構造  

計画研究所が有する。但し、本プログラムを  

著作権表示を残したまま丸ごと利用するな  

らば自由に利用して頂いて構わない。  

ご質問はtsutomu＠kke．co．jpに頂きたい。  

本ライブラリの開発にあたり社内の方々に  

助言と公開の承諾を頂いたことに感謝した  

い。  
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